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１．問題の所在と目的 
近年、保育上の問題として、気になる子どもへの対応の困難さが挙げられている(郷間ら 2008)。ここでの
「気になる子ども」とは、発達障害等の診断を受けている、いないにかかわらず、保育者から見て、気がかりな
行動がある子どものことを指すこととする。 
巡回相談に関する研究は 1990 年頃から散見され、2000 年代になるとさらに増え、報告の多くは巡回相談
の有効性を指摘する（三山 2011）。しかし、保育所における巡回相談活動には課題もいくつか指摘されてお
り、それは巡回相談の回数の不足 (大村 2010、浜谷 2005)、巡回相談の継続性の不足(大村 2010、浜谷
2005)、保育者の能動性の問題(浜谷ら 1990) 、保育者の自信獲得の問題(芦澤ら 2008)の４つにまとめられる。 
本研究では、特に保育者の自信について、保育者の自己効力感という観点から検討する。自己効力感
（Self-efficacy）とは、「予想される状況を管理するために必要な一連の行動を、組織化し実行する自分の能
力に対する信頼の感覚」（Bandura 1995／1997)として定義されている。本研究では、気になる子どもの保育
における保育者の自己効力感とは、「気になる子どもの保育において望ましい結果を生み出すために必要
なことを行うことができるという信念」(阿部 2011)とする。 
自己効力感は保育者一人一人の中に起きている内的な作業のプロセスであり、自己の内部に起こった変
容の過程を調べることなしには、自己効力感を向上させる巡回相談について明らかにすることはできないと
考える。そこで、本研究では、巡回相談によって保育者が学習したことをどのように認知し、その経験をどの
ように解釈していくかという意味づけの変容プロセスを理解することに焦点を当てる。それは、保育者の保育
実践という自己経験の言語化である語りの内容を分析することにより明らかになると考える。つまり、「気にな
る子ども」の保育に直面した保育者の語りを丁寧に分析し、内的過程を探索的に検討することで、保
育者がどのような自己効力感を形成していくかを解明できるのではないかと考える。そして、保育者
が能動的に、自信をもって保育に取り組むことにつながる巡回相談のあり方について探り、この巡回相談の
何が保育者を変えたのか、なぜ保育者は変わることができたのかについて考察する。 
 
２．研究の対象と方法 
（１）対象保育士 
筆者が 2011～2012 に巡回相談に同行したＰ県内２園のＡ保育者とＢ保育者の２名とした。 
（２）本巡回相談の概要 
本研究で取り上げる巡回相談は、巡回相談員の進行により、保育者が気になる子どもにおいて一番解決
したい課題を精選し、「保育者同士が協議して支援方法を考案し、それに基づく実践と振り返りを繰り返しな
がら対応への自信を高めることを目指した問題解決型の定期訪問コンサルテーション」（阿部 2011）である。
筆者は各園の了解を得て、巡回相談に同行した。 
（３）データ収集 
 2011 年７月から 2012 年３月にかけ、筆者と対象保育士の１対１で、週１回保育観察後１５分間と巡回相談
同日の協議の前後各２０分間程度、半構造化面接による調査を実施した。面接内容は同意を得て IC レコー
ダーに録音し、逐語録に書き起こした。Ａ保育者へのインタビューは２９回、Ｂ保育者へのインタビューは２６
回実施した。本研究の分析対象は、半構造化面接による逐語データ（逐語録にして総量Ａ４ 100 枚）とする。 
（４）分析方法 
本研究は質的研究であり、インタビューの逐語録の分析手法としてはプロセス性やヒューマンサービス領
域における研究方法として適性がある、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、Ｍ－ＧＴＡ）（木
下 2003）を用いた。Ｍ－ＧＴＡは、質的データを継続的に確認しながら分析概念を生成し、複数の概念間の
関係を解釈してまとめ、最終的に結果図を作成するものである。以下の手順に従って逐語録を分析した。①
データの範囲を確定しながら、類似例と対極例を検討しつつ概念の定義と概念名を確定していき、新しい概
念が生成されなくなった後も比較分析を続け、入念に概念の修正および検証を行い、最終的な概念を決定
した。②分析結果の厳密性を確保するため、言語に詳しい国語科の教員１名と障害児教育と巡回相談の両
方に精通する特別支援教育コーディネーター１名に協力を得、概念の検討を各々３回（計 20 時間）行った。 
 
 
 
また、Ｍ－ＧＴＡと心理学の両方に精通する大学教員によるスーパービジョンを 11 回（計 17 時間）受けた。
さらに、障害や保育、巡回相談に精通し、本研究の趣旨と意義をよく理解する大学教員と 40 回（計 60 時間）
検討を行った。 
 
３．事例研究１（Ａ保育者）  ※Ｂ保育者についても同様に行ったが、紙面の関係で省略する。 
（１）事例の概要 
Ａ保育者は当該保育所に常勤で勤務し、今年度、年少組の担任として配属された。Ａ保育者は以前にも
気になる子どもにかかわった経験はあるが、巡回相談開始当初、対象児Ｖに対して「うまくやれていると思え
ることは何一つなく、自分が行っている支援はＶ児にとって合っているのか間違っているのかさえ分からず」
悩んでいた。巡回相談開始時、Ｖ児は３歳４ヶ月で、自分のやりたいことは言葉で伝えられるが、自分の思い
を伝えたり、全体指示および個別指示を聞いても行動できなかったりした。また、人に対する興味・関心が薄
く、注意が転々と変化するために物事に集中できなかったり、思い通りにならないとカッとなって友達の髪の
毛を引っ張ったりする様子が見られた。運動面、理解面ともに全般的に遅れは見られるものの、診断名はつ
いていない。 
 
（２）Ａ保育者の語りの質的分析 
Ａ保育者の全２９回のインタビュー記録のテクスト・データから、最終的に２６個の概念を作成した。その後、
各概念間の関係を検討し「対象児の理解」「保育実践」「自己の感情」という３つのカテゴリーを生成した。３つ
のカテゴリーの中の第２の「保育実践」については、「発想の転換」「自発的アイディアの創出」の２つのサブ
カテゴリーに分けられることが分かった。第３の「自己の感情」については、「自らの保育を変革しようとする意
欲の高まり」「保護者や保育体制の変化に対して抱く思い」の２つのサブカテゴリーに分けられることが分かっ
た。カテゴリー、サブカテゴリー、概念という階層に分けて図式化したものを、生成されたグラウンデッド・セオ
リーとして図１に示した。 
 
（３）結果および考察 
Ａ保育者の事例において生成されたグラウンデッドセオリーをストーリーラインとしてまとめたものを以下に
示す。作成された概念は、文中太字、「」で示した。 
Ａ保育者は当初、「Ｖ児の全体像がつかめないことへの戸惑い」を感じていた。Ｖ児の行動の記録をとる過
程で、「他害行動の背景にある成長への気づき」を得、「他児の存在に影響されるＶ児の行動」にも気づいて
いった。また、「Ｖ児の日によって異なる状態を理解しきれない戸惑い」を体験した後、その状態について「大
丈夫！母親の出産による『波』として捉えよう」とし、Ｖ児への理解を深めていった。また、「『波』に応じた臨機
応変な支援の模索」によって、きめ細やかな支援が考えられるようになり、Ｖ児がどんな状態であっても自分
はそれに対応した支援を行っていけるという自信につながっていった。 巡回相談から２か月経た頃、「行事
の際のＶ児の戸惑い」に突き当たり、「園内保育から園外保育へとつなぐアイディア」を生み出した。このよう
な実践の繰り返しの中で「Ｖ児の成長の手応え」を感じ、さらに「Ｖ児の変化が親の変容を引き出していること
への気づきと喜び」を得ていった。このことは保育者としての存在意義を確認することにつながった。さらに、
カンファレンスで得た「本児を見本に！というコペルニクス的発想の転換」は新しい発想による保育の実践へ
のステップアップにつながる成功体験となった。これが突破口となり、Ａ保育者は「支援のアイディアが次々
に浮かび試してみる楽しさ」を感じ、「集中度はこうして決まるんだ！公式の発見」や「職員の共通理解ツー
ルとしての支援シート」など次々に自発的にアイディアを創出し、「子ども理解に基づく支援方法の考案、実
践へのプロセスを共有してこその職員連携」にまで考えが及んでいった。そして、「インタビュアに保育者の
語りを支持的に受けとめてもらえることで生まれたやる気」に支えられ、さらに実践を発展させる中で、Ｖ児と
他児との関係性にも視点が向き、「保育者のかかわりがＶ児に対する他児の見方に影響することへの配慮」
から「本児の支援は気になる他児支援にも通じるという気づき」へとつながっていった。やがて、「学んだこと
をもとに工夫した支援のアイディアの実践と振り返り」を経て、「Ｖ児のために話し合ったアイディアをクラス全
体に発展させた実践」へと進めていった。当初、「巡回相談のカンファレンス対象者になったことに対する不
安感と負担感」に押しつぶされそうになっていたが、外部からの専門家が定期的に保育園に入ったことで「巡
回相談により意見を出しやすい園の雰囲気になったことへの喜び」を誰よりも実感することになった。また、
「支援の適切さを測るバロメーターはＶ児の行動変化！」のように対象児の行動を変化させ得るまで保育力 
 
 
 
が高まったことを誇らしく喜びを感じられるようになった。「生活発表会におけるＶ児の想定外な行動に対する
混乱」により、一度ついた自信が大きく揺らぐことはあったものの、「失敗は成功を呼ぶというポジティブな思
考への移行」により、「保育が行き詰っても話し合いによってきっと打開できるはずだという対処可能感」を抱
くようになった。 
４．総合考察 
（１）事例に見る保育者の自己効力感変容プロセスについて 
Ａ保育者は、他者に頼らず、すべてを独力で行うことをよしとする世界観から、他者と協働することで目指
す保育を成し遂げようとする世界観へと変容していった。このように、他者の力を自分の保育に取り入れられ
るようになった自己の拡大が、Ａ保育者の自己効力感の向上に影響を与えたと考える。  
一方、Ｂ保育者（事例詳細省略）のプロセスの様相はＡ保育者とは異なっていた。しかし、両者とも共通し
て、 図１の下段に示す４期のプロセスを経ていることが明らかとなった。 
 
（２）巡回相談における、何が、保育者の自己効力感を変容させたのか 
１）実践記録のとり方を学んだこと 
１回目のカンファレンスの際、保育士集団は巡回相談員のガイドのもと、与えられたシートの記入の仕方を
学び、次回カンファレンスまでの間、毎日決められた時間帯にシートを記入することになった。その結果、Ａ、
Ｂ保育者はともに、わずか２、３週間という短期間に、今までは見えなかった対象児の行動に込められた思い
や行動が起きる理由などに気づいた。実際に記録をし、その良さを実感できるや否や、記録に対して積極的
態度に変化した。記録をとるためは、観察ポイントを押さえて子どもの行動を見る必要があり、自ずと観察眼
が磨かれ、子どもの捉え方が変わっていったと考えられる。両保育者ともに、気がかりな子どもの保育を変え
ることができたのは、継続して観察、記録していったことで、現実の保育において何が行われているのかを見
る目と分析する力が養われたことが大きく影響したと考える。 
２）カンファレンスの中で次の実践につながる具体的支援方法を見出すための話し合いをしたこと 
保育士集団は自分の保育実践を思い起こし、なぜその方法をとったのか、なぜその考えに至ったのかな
どを話すことで、向かう子ども観を全員が共通理解できたからこそ、カンファレンスで出たアイディアを実践し 
 
 
やすくなったと考えられる。具体的な支援方法を見出すための話し合いをしたことはＡ保育者の実践意欲と
なり、繰り返し実践することで、対象児をできない困った子という否定的な捉え方から転じて、こんなこともでき
る子といった肯定的な捉え方に変化していった。このことは、保育力の高まりによる自信の獲得とそれに基づ
く対象児への受容力の高まりに影響を与えたと考えられる。 
３）カンファレンスの中で得られたアイディアを実践し、その成果を自ら確認したこと 
保育者がアイディアを実践し、その実践が子どもの行動変化を引き出したことを確認できることほど、保育
者の自己効力感を高めることはなかった。自分の実践が対象児の成長に役立ったという実感を得ることは、
保育者自身が自分の存在意義を確認することにもなった。 
４）再び乗り越えるために、保育を子どもの現状のプラス要素に着目して再評価し、言語化したこと 
両保育者ともに、２度目の乗り越えるべき壁が訪れた。この壁は１度目の、対象児の実態がつかめず、させ
たいことがさせられない不安の壁とは全く異質の壁であり、分かってきたはずなのに、予想外の行動が出てき
て、対象児の行動が読めなくなった混乱の壁であった。両保育者はマイナスの結果を受けても挫折せず、ポ
ジティブな捉え方に切り替えられた理由としては、今までの実践の積み重ねにより、どんな問題が起きた場合
でも環境との関係で分析し次の手を打つという方策が獲得されており、そのやり方を知っている自分への自
信が挫折に耐える下支えの力となったことと、保育者は対象児の行動が読めなくなったことに落ち込み、な
ぜ？と深く自分に問うたからこそ、保育の中での子どもの姿やカンファレンスでの他者の考え方にハッとし、
従来の型にはまった自分の思考や発想を転換し、保育を子どものプラスの要素に着目して捉え直し、保育実
践を改善していこうとするポジティブな思考に切り替わっていったことが考えられる。そして、同時にこのことを
言語化することで、今まで漠然としていた自分の思いや考え、価値観を自分自身の中から見つけ出し、変容
した自己を自覚することにつながった。 
５）定期的にインタビュアに語ることで自分の保育を振り返り、学んだことの補強をしたこと 
インタビュアが継続して自分の話を支持的に聞いてくれることにより、保育者は自己の保育を肯定的に捉
えられるようになった。そして、保育者は自分の保育実践や子どもの捉え、湧き起こる感情についても言語化
することで、自らの保育を振り返り、カンファレンスで学んだことを整理し、補強していくことに役立ったと考え
られる。 
 
（３）まとめと今後の課題 
最後に、本研究の限界と今後の課題について述べる。 
第１に、本研究の分析は巡回相談を受けた保育者の自己効力感変容プロセスの解明に主眼をおいたた
め、巡回相談の対象児の障害や程度、巡回相談の方法の違いにおける効果といったところまでは踏み込ん
でいない。また本研究ではインタビューによる保育者の語りの背景情報を得る目的で巡回相談時の保育士
集団による協議内容記録や保育観察の逐語記録を行ったが、その関係性についての分析には至らなかっ
た。今後は、更に語りと協議内容、保育実践との関係についても検証を行う必要がある。 
第２に、Ｍ－ＧＴＡを分析方法として選択し得られた結果図は、今回収集された２保育者の９ヶ月間という
データの範囲では一定の典型性があると考えられるものの、あくまでその範囲内での仮説生成である。更に
複数の調査対象者においても同様な仮説が生成できるのか、あるいは新たな概念やカテゴリーの変容プロ
セスが形成されるのかということを検証する必要がある。そして、今回の仮説をその検証結果に基づいて今
後も修正・発展させる必要がある。本研究から、巡回相談においては、両保育者ともに協議だけでは不十分
で、間に行われたインタビューが自分自身にとって大きな意味をもったことを述べていた。今後は、この仕組
みを一般に行われる巡回相談においてどのような形で取り込んでいくかを検証する必要があると考える。公と
しての協議の場の他に、日常的に自分の保育について振り返って語る機会をいかに設けるかが重要である。
そのための方法として、平生、一緒に保育を行っている担任と加配保育士等のようなコアグループで日常的
に話し合いができるような話し合いシートの開発や、話題の設定、話し合う際の聞き合いスキルなどの習得等
を加味した巡回相談のあり方を検証していく必要がある。 
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